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２０１０年度  科目等履修生（一般履修生）募集要項 

早稲田大学大学院政治学研究科 

 

１．出願資格 

  ① 大学を卒業した者、および2010年3月までに卒業見込みの者 

② 大学評価・学位授与機構により、学士の学位を授与された者、および2010年3月まで

に授与される見込みのある者 

③ 外国において通常の課程による16年の学校教育を修了した者、および2010年3月まで

に修了見込みの者 

④ 文部科学大臣の指定した者 

 

※①～③に該当しない者で、当研究科が大学を卒業した者と同等以上の学力があると認める場

合もあるので、該当するかどうかについては、政治学研究科事務所へ問い合わせること。 

 

（注）  外国において通常の課程による１６年の学校教育を修了し、現在日本に居住している外 

国人留学生で初めて当研究科の一般履修生を希望する者は、当学国際アドミッションズ･

オフィスに出願してください。（期間：2009 年 12 月 1 日（火）～ 2009 年 12 月 18 日（金）） 

 

２．選考方法 一次：書類審査 二次：面接審査 

 

３．出願期間  ２０１０年１月１８日（月）～１月１９日（火） 

 

４．出願場所  政治学研究科事務所 

                 受付時間  午前９時～午後５時 

 

５．聴講科目  １０単位以内 

 

６．入学検定料    ２５，０００円 

ただし、つぎの場合「入学検定料」を免除します。 

    ①  当大学大学院正規学生であった者が、引き続き当研究科科目等履修生に出願する場 

合。 

    ②  ①により科目等履修生となった者が、次年度以降も引き続き当研究科科目等履修生 

に出願する場合。 

    ③  ①によらない当研究科科目等履修生が引き続き当研究科科目等履修生に出願する場 

    合（ただし、２年間限り）。 

    ④  当研究科２０１０年度入学試験を受験した者。 

 

○ 出願に際して入学検定料 25,000 円の納入が必要となります。入学検定料の納入は、出 

願前に必ず行ってください。入学検定料を納入していない方の出願は受け付けません。 

○ 入学検定料は、3ページ記載の【コンビニエンスストアでの入学検定料支払い方法】に 

従い、所定のコンビニエンスストア店頭にある情報端末から支払ってください。支払い 

終了後、「入学検定料・選考料取扱明細兼受領書」の収納証明書を切り取って志願表の 

裏面に貼付し、出願書類とともに提出してください。 

○ コンビニエンスストアでの支払いに際しては、家族・知人が代理で手続する場合でも、 

必ず情報端末に志願者本人の情報を入力するようにしてください。 
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○ コンビニエンスストアでの入学検定料支払期間は以下の通りです。 

 

納入受付開始日 納入受付最終日（出願締切日） 

2010 年 1 月 12 日（火） 2010 年 1 月 19 日（火） 

支払いは、土日・祝日を問わず、24 時間いつでも可能です。ただし、支払期間開始日 

（2010 年 1 月 12 日）は 10 時 00 分から、支払最終日（2010 年 1 月 19 日）は 16 時 00 

分までの利用となります。 

  ○ 入学検定料支払いは原則としてコンビニエンストアでの支払いのみを受け付けますが、 

お住まいの地域に所定コンビニエンスストアが無い、日本国外在住である等の事情によ 

りコンビニエンスストアでの支払いが困難である場合には、事前に大学院政治学研究科 

事務所までご連絡ください。 

 

７．出願書類  ①入学願  ②調査書  ③成績証明書  ④卒業証明書  ⑤入学検定料等振込証明書 

               （注）1.入学願、調査書は当研究科所定用紙を使用してください。 

                     2.当研究科修士課程修了者は③④を提出する必要はありません。 

                     3.外国人留学生は上記の書類のほかに登録原簿記載事項証明書も提出してください。 

 

８．試験日および合格者発表日 

     第１次試験    第２次試験   

  試 験  科 目     書類選考     面    接   

  試   験   日   － － － －  ２月２４日（水）   

  合格者発表日  ２月４日（木）  ２月２５日（木）   

 

９．入学手続期間  ２０１０年３月８日（月）～３月９日（火） 

 

１０．入学手続場所  政治学研究科事務所 

                       受付時間  午前９時００分～午後５時（休憩時間  午後０時３０分～午後１時３０分） 

１１．学費等 

（１）入学金  ５０，０００円 

ただし、当大学大学院出身者、当大学卒業生、退学者および一般履修生からの 

継続者は「入学金」を免除する。 

 

  （２）聴講料    １単位につき３１，３００円 
 
           (参考) 

    ２単位   ４単位   ６単位   ８単位  １０単位 

  入 学 金 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 

  聴 講 料    62,600   125,200   187,800   250,400   313,000 

     計   112,600   175,200   237,800   300,400   363,000 
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１２．その他 

①  第１次試験合格者発表は、午前１０時に３号館中庭 政治学研究科掲示場に掲示します 

（電話による合否に関する問い合わせには応じません）。 

②  第２次試験の試験（面接）時間割は、第１次試験合格者発表の際にお知らせします。 

③ 第２次試験合格者発表は、午前１０時に３号館中庭 政治学研究科掲示場に掲示します 

（電話による合否に関する問い合わせには応じません）。 

④  一般履修生として修得した単位は、修士課程入学手続時に本人からの申し出により１０ 

単位を限度として、既修得単位として認められることがあります。 

⑤  当研究科に一般履修生として在学できる期間は１年間です。 

ただし、成績良好の者で、当研究科修士課程修了者および日本人はさらに２年間、外国 

人留学生は１年間継続して在学することを許されることがあります。 

外国人留学生の方が科目等履修生で在留資格「留学」を取得するためには、年間を通

じて１週間に１０時間以上（専門授業科目と日本語科目等を合わせて７科目以上）の科

目履修が必要となります。出願の際は、当研究科の前期開講科目（１科目以上）と後期

開講科目（１科目以上）への出願も忘れないよう十分注意してください。 

なお、外国人留学生は科目等履修生として在留できる期間はおよそ１年間、原則とし

て在留期間更新は許可されませんので、あらかじめ入国管理局でご確認ください。 

⑥  【出願書類および選考料の返還について】 

一度受理した書類および選考料は原則として、返還いたしません。ただし、以下の 

ケースに該当する場合には、選考料に限り全額または超過分を返還いたします。該 

当する方は早稲田大学大学院政治学研究科（TEL：03(3208)8534）までご連絡くださ 

い。 

１）選考料を支払ったが、出願書類は提出しなかった 

２）選考料を多く払いすぎてしまった 

 ３）出願資格を満たさなかった、または、出願締切後に出願書類を提出した 

 

個人情報の取り扱いについて 

 当学では、志願時に収集した個人情報（住所・氏名・生年月日等）を、入学試験実施、合格者

発表、入学手続およびこれに附随する業務のために利用します。その際、当該個人情報の漏洩・

流出・不正利用等がないよう、必要かつ適切な管理を行います。 

 また、上記業務の全部又は一部を委託する場合があります。その場合、委託先に対し、契約等

により、必要かつ適切な管理を義務付けます。 

 

                                                                     以  上 

早稲田大学大学院政治学研究科    ℡ 03(3208)8534 

〒169-8050  東京都新宿区西早稲田１－６－１ 
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■入学試験受験に際しての注意事項                                

早稲田大学では、入学試験を厳正に実施し、全ての受験者が公平・公正に受験できるよう、 

以下の注意事項を定めています。早稲田大学入学試験の受験に際しては、この注意事項を熟

読のうえ、真剣な態度で試験に臨んでください。  

 

１．次のことをすると不正行為となることがあります。 

①カンニング（カンニングペーパー・参考書・他の受験者の答案等を見ること、他の人か

ら答えを教わることなど）をすること。 

②試験時間中に、答えを教えるなど他の受験者を利するような行為をすること。 

③試験時間中に携帯電話を身に付けること。  

④試験時間中に携帯電話や時計の音（着信・アラーム・振動音など）を鳴らすこと。 

⑤試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。 

⑥試験場において試験監督員等の指示に従わないこと。  

⑦志願者以外のものが志願者本人になりすまして試験を受けること。 

⑧その他、試験の公平性を損なう行為をすること。 

２．不正行為の疑いがある場合、次のような対応をとることがあります。 

・試験監督員等が注意をする、または事情を聴くこと。 

・別室での受験を求めること。 

３．不正行為と認められた場合、次のような対応をとることがあります。  

・それ以降の受験および当該年度における当学の全ての入学試験の受験を認めないこと 

（入学検定料は返還しない）。 

・当該年度における当学の全ての入学試験の結果を無効とすること。 

 

■早稲田大学入学試験実施に際して 

早稲田大学では、入学試験の実施に際し、以下のような対応をとることがあります。あらか

じめご了承ください。 

◆受験環境について 

可能な限り公平・静粛な受験環境の確保に努めますが、やむを得ず以下のような対応を

とることがあります。 

①生活騒音（航空機・自動車・風雨・空調の音、周囲の受験者の咳・くしゃみ・鼻をす

する音、携帯電話の鳴動など）が発生した場合でも、原則として特別な措置は行ない

ません。 

②試験中に携帯電話や時計などの音・振動などが発生し、発生源のかばんなどが特定で

きた場合、持ち主の同意なく監督員が試験場外に持ち出し、試験本部で保管すること

があります。 

③机、椅子、空調、音響設備等の試験教室による違いは一切考慮しません。 

④他の受験者が迷惑と感じる行為がある場合、別室受験を求めることがあります。 

◆不可抗力による事故等について 

台風、地震、洪水、津波等の自然災害または火災、停電、その他不可抗力による事故等
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が発生した場合、試験開始時刻の繰下げ、試験の延期等の対応措置をとることがありま

す。ただし、それに伴う受験者の不便、費用、その他の個人的損害については何ら責任

を負いません。 

以 上  

 


